












































































写真 １ 自転車エアバッグの外見 
 
 







































写真 6 最も内側の層 
 




















写真 7 ２層目 
 
また最も内側の層が最も膨らんだ時の体積を調べるため、袋の中に水を満たして、袋の体積も計算してみた。そ
の結果 9.0L であった。 
エアバッグの中身が大きく我々の予想と異なっていたことにより研究の方向性を変える必要が生じた。私たちはエア
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写真 8 球体の骨組み 
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造がどうなるのかを決定しており、また非常に耐久性に優れたシートである。つまり、もし私たちの考えるエアシェルター
を作ろうとしたら、実際は二重構造ではなく、4～6重構造にする必要があることがわかる。 
実際のエアシェルターの模型づくりは、球体の構造的特徴から、球体の下側の半分をつくることに苦労しており、研
究期間中に終れずまだ作業中である。骨組みを作って、その上でシートをつなぎ合わせてエアシェルターを製作する
のは手間がかかりすぎる上に、技術的難点もあるので、工業的には作り方を改良する必要があるだろう。 
 
